
埼玉県立文書館 令和6年度企画展

                                           展示資料一覧

会期：令和7年2月 1日(土)～4月27日(日)
         前期：2月 1日(土)～3月16日(日)

         後期：3月18日(火)～4月27日(日)

※会期中に一部展示替えを行います。また、展示資料は事情により変更になる場合があります。
※資料名は原則として当館の収蔵文書目録・検索システム所載の名称を使用していますが、一部変更したものがあります。
※各項目の［ ］は推定事項を表します。
※本紙の掲載順は会場での展示順と必ずしも一致しません。

番号 年代等 資料名 文書番号 備考

1 ［文久２年(1862)4月］ 麻疹養生伝（はしか絵） 小室家文書6369-3 前期展示

2 嘉永6年(1853)睦月 難波職人歌合　下巻 井上家文書2982

3 天保14年(1843) 北斎画苑初編 全 野中家文書8249

4 ［近世］ 渓斎浮世画譜 野中家文書8250

番号 年代等 資料名 文書番号 備考

5 慶長11年(1606) 孫子 井上家文書3407

6 万治元年(1658) 無門関 小室家文書2256

7 享保13年(1728)正月 北条時頼開分二女桜 小室家文書2475

8 元禄3年(1690)正月 うたのよみかた 西角井家文書9318

9 寛延2年(1749) 南嶺子　巻之四 若林家文書135

10 元禄11年(1698)2月 ある人のたづね 下 奥貫家文書3203

11 弘化2年(1845)
触書拾三　米殻等之部・舛秤等之部・請職人等
之部・唐物并唐船等之部・薬種之部・書籍并板
行等之部　中川飛騨守出之

稲生家文書1624

12 弘化2年(1845) 丙午明辨 川島家文書1291

13 ［近世］ 覚(孟子古義古本四冊外本代金受取) 小室家文書1291

14 ［近世］ 女庭訓往来倭文鑑 奥貫家文書3271

15 [天保5年(1834)] 江戸繁昌記　三篇 小林(正)家文書1966

本をめぐる文化－江戸時代の本屋と読者たち－

第１章  花開く江戸の出版文化

はじめに　本を読む人々



番号 年代等 資料名 文書番号 備考

16 天明元年(1781)5月 小野篁歌字盡 稲生家文書1730

17 文化14年(1817)　 吉原細見五葉松 小室家文書3392

18 宝永5年(1708) 自遣往来 新井(侊)家文書23879

19 宝暦2年(1752)長月 当流小謡 町田家文書93

20 天保3年(1832) にせ紫いなか源氏二編　下冊 橋本明氏収集文書3273

21 文政13年(1830)6月 増補暦略註 斎藤(英)家文書733

22 天明5年(1785) 百籤鈔 川田氏収集文書2723

23 嘉永5年(1852) 仮名反古一休草紙　二編下 町田家文書248

24 嘉永6年(1853) ［武鑑］ 鬼久保家文書2436

25 寛政元年(1789)11月 万国新話　巻之四 黒田(小)家文書3819

26 ［文政7年(1824)4月 武蔵名所考　巻一 井上家文書3777

27 [万延元年(1860)10月] 金近着緒締善玉 足立家文書1030 前期展示

28 [慶応元年(1865)7月] 善悪思案内 足立家文書1047 後期展示

番号 年代等 資料名 文書番号 備考

29 天保8年(1837)正月 万書籍出入留 野中家文書1925

30 ［近世］ 覚（大橋庭訓弐冊外書物三冊代金請取） 坂本家文書1519

31 ［近世］ 経典余師 孟子一 六 古沢家文書230

32 ［近世］ 西遊雑記 巻之拾（写） 野中家文書8266

33 文政4年(1821)9月 歌道用諸覚書巻之一(付蔵書目録) 林家文書2419

34 ［近世］ ［書物拾五郎御送り候外年［家］板、跡本等ニ付書状］ 坂本家文書2421

35 ［明治時代］ [紫式部日記書抜] 井上家文書202

36 ［文政4年(1821)］ 紫式部日記傍註　上 井上家文書2862

37 文政4年(1821) 紫式部日記傍註　下 井上家文書2863

38 ［近世］ 源氏物語（きりつぼ）(写) 奥貫家文書2969

39 ［近世］ 源氏物語（はつね）(写) 奥貫家文書2979

番号 年代等 資料名 文書番号 備考

40
紀元2533年
［明治6年(1873)］

童蒙習字本 野口(泰)氏収集文書37

41 明治5年(1872)6月 学問のすすめ 小林(正)家文書2927

42 明治9年(1876)1月 郵信短猪用文 小林(正)家文書2094

43 大正4年(1915)1月25日 尋常小学理科筆記帳 飯塚家文書5692

おわりに　近代埼玉県域の本屋

第３章　近世埼玉県域の人々と本

第２章　江戸の本屋の手がけた作品


